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そして文化の影響 i言語環境，助数詞の獲得における認知発達，
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1 .助数詞とは

助数詞は，数とともに用いられる接辞である。名詞を修飾する基数詞(1匹 2頭)，動詞を修飾する頻度数詞

(l度， 2回)， }11l'i序を表す順序数詞(l香， 2f立)などに類別され，小磯(1994) の調蚤によれば，辞書には300以上

もの助数語が数えられるという。 助数詞は， iift葉獲得の研究対象として興味深い材料である。理由としてまず挙

げられるのは，助数詞が，必ずしも事物のタキソノミック・カテゴリに対応しない，独自の名語カテゴリに対し

て用いられるという点であろう。入院には「人1.烏には i;J:]Jというように，生物カテゴリと対応する場合もあ

るがヲ [iiJじカテゴリに寵していても，小さい犬には rrJCJ，大きい犬lこは「頭jなど，形態に応じて使い分けられ

る助数詞もある。また「本jはおtl長い一次元の事物に， I枚」は平面的な二次元の事物に， 1偶J(土三次元の例物に

というように，知覚次元に応じた助数説が存在する -)i (今井・内出，1995;小林， 1987)，タイヤや歯やカセット

テープやホームランをと数えるなど，丈化や歴史によってしか，あるいは丈化や派史によってでさえ，説明で

このような入りくんだカテゴリがどのように獲得されるのかは，興味深
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きない事例も多い (M且tsumoto，1985)。

い問題である c

第 2に，助数詞はコミュニケーションにおいて必ずしも重要とはいえないという点が挙げられる。助数認が用

いられるのは主に数を数える場面であり，そこでは数えられた結果としての数が重要である (Matsumoto， 1985)。

もの助数認を使い分け (Sanches，1977)，助数詞の誤りもかなりはっきりと指摘す

定義を明示されることも少ないと予想される詰棄はどのように獲得される

にも関わらず，人は通常，

ることができる。このように微妙な，

のだろうか。

第3に，助数詞には 11向jや「つjなど一般的な助数読と， r枚jや「本jなど特殊な助数詞が区別される。I!!J

数詞の獲得は----般的な助数詞から特殊な助数詞へと進むことが知られている (Carpenter，1991; Yamamoto， 1996)。

どのような認知的，言語的背景の r[lでそのような分化が生じるのかという点も検討する意義がある。

一般に，話葉獲得に関わる要医としては，幼児自身の認知発達と，幼児を取り巻く言語的な環境の二つを考え

ることができる(岩立， 1988;小林， 1995;仲，印刷中;綿巻， 1986)。本稿では，獲得される助数詞の順序や獲得

される年齢などの記述からさらに一歩踏み込み，認知発達に焦点を当てた内出・今井の一連の研究と，言語環境

に焦点を当てた仲の研究を振り返り，助数詞の獲得の機序を推察する手がかりとしたい。また比較文化的な視点

をも加えて今後の研究の方向性を探りたい。

それを

2.助数詞の獲得と認知発達

認知発達という観点からは，幼児がいつごろから助数詔，特に一貫性のある助数詞のルールに気づき，

使うことができるようになるかが問題となる。内田・今井は幼稚間児を対象に， (1)助数詞付与ルールの獲得を反

l本稿は1ql(l996a)に加筆修正したものである。 24'1rWJ数認の獲得と認知発達jと3詳rDJJ数詞と言認環境j は，科学研究費締助金主主点下良域研究 (1)

05206103， (1 )062051 03， (] )07202103を受けてき表者と内日]伸子氏が行った共同研究の成泉にもとづいて書かかれている。なお4章の「他の言語におけるD}J数

百司jにおいてはTadaoMiyamoto .l:¥:より多くの資料を徒供していただいた。また5章の「今後の談題jの(3)については，小宮千f鶴子氏の示唆を受けた。

これらの方々に記して感謝する。
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映した反応の生成(助数詞の産出，選択，誤りの指摘など)， (2)未知の事例に対するルールの適用， (3)ルールの

語化などを調べている O

内田・今井 (1992，1996) は 3 歳後半~6歳前半の幼児を対象に，生物に関する助数詞である「人j ， I匹j，庁長j，

「羽jの獲得過程を検討している O 方法は，幼児にパベット(実験者があやつっている)が助数詞を使う場面を見せ，

幼児がパペットの犯した助数詞の誤りを指摘したり，修正したりできるかどうかを調べるというものであった O

その結果， I人j→「匹j→「頭J→「羽Jの順で反応が正確になることが明らかになった O 生物概念のもっとも

基礎と考えられる「人jから，助数詞の使用が可能になると考えられる O なお年齢的な変化を見ると， 3歳では

まだ一貫性のある劫数詞の使用は見られない o 4 i表後半で助数詞付与のルールが用いられ始めるが，劫数詞使用

についての体系だった説明が可能になるのは， 5 歳後半である O この時点では，~t，鳥を「頭 J と数えるなどの過般

化も見られることから，ルールがかなり意識化されていることが示唆される O

さらに内田・今井(1994，1996)は「匹Jと「頭jの院別がつかない4歳児， 5歳児を対象に教示情報の役割を調

べている O 子どもたちを等質な3群に分け，助数詞付与のルールを明示する「明示群j，正しいラベルを模倣させ

る「ラベル群j，数えさせるだけの「税制群jに割り当てて実験を行ったところ，明示群と統制群の成績は 4歳と

5 i設で差がないが，ラベル群の成績は4歳に比べ5i設で高かった O 特に5歳児はラベルを I悶あるいは数回開くだけ

でルールを抽出できることが明らかになった O 助数詞が用いられる対象のカテゴリは， 単なる経験や 語的入力

だけで形成されるものではないといえよう O

内田・今井 (1995)はまた， 4， 5歳児を対象に，日間j，I本j，I枚j，I杯j，I粒j など事一物を数える助数詞につ

いても誠べている。課題は既知物(例えば鉛筆)や未知物(例えばオガクズ製のI字型の榛)を数えてもらう産出

課題と 2種の事物，例えばスプーンと小カップを提示し，どちらを「本jで数えるかを問う選択課題であった O

その結果， 4， 5歳児とも未知物よりも既知物の方が産出や選択が容易であった O このことは典型性，あるいは

事例の特徴の顕著さに基づいて助数詞が付与されることを示唆している O また選択の方が産出よりも容易であっ

た。ルールの認識は段階をおって進むのであろう。さらに助数詞の選択理由は， (1)無関係(I (鉛筆を「本j と数

えるのは)きれいだからj)， (2)社会・言語的な理由(Iお母さんがそういったから j)， (3)指示対象による説明

( I鉛筆だからj)， (4)次元への着目(I組長いからJ)というように変化していくことが示された。

助数詞のルールは 4歳後半から 5歳にかけて，主に知覚的な次元にもとづいて抽出され，

なるのだといえよう。

用いられるように

3.助数詞の獲得と言語環境

助数語を正しく使えるようになるには，助数詞付与のルールに気づき，意識化し， 自律:的に用いることのでき

る いわば，助数詞についての宣言的な知識を形成し得る 認知発達が不可欠であることが明らかになった。だ

が言語の獲得においては，個人を取り巻く言語環境もまた重要な要因である。 Carpenter (1991)はタイの I歳 8

ヶ月から11歳 3ヶ月まで幼見・児童を対象にタイ語の助数詞の獲得を調べ 2歳児でも「数十助数詩Jという形

式を獲得していることを示している。このようなごく初期に見られる助数請の使用は，おそらく対話や遊びの文

脈の中で塙われる，手続き的な助数詞使用であろうと予想される (Karmiloff-Smith，1992) 0 仲は初期の助数詞使

用の様態を明らかにし，対話におけるどのような言語的入力やフィードパックが助数調の獲得を支えるのかを検

討するため，ふたつの研究を行った。

仲(1994，1996b) は縦断的に記録された 2歳児とその母親(主たる養育者)の食事場面の会話を分析している。

2歳 Oヶ月から 2歳11ヶ月までの21回分，計10，441発話を調べたところ，母親と父親の陪では21種類の助数詩が用

いられていたにもかかわらず， 母親は幼児に対し， わずか 7種類の助数詞しか用いていなかった O しかも母親に

よって特に多く用いられた助数詞「回j，I個j，Iつjは，幼児によっても高い頻度で用いられていた。幼児は， 2 

歳前半では「田Jを多く用いるが(例えば「かぼちゃもう l回j)， 2歳後半では「個jや「つJを用いるようにな

る ( Iかぼちゃもう I倒/ひとつけ O このような移行は母親の側にも生じており， I回j，I個j，IつJの使用には

母子関で同期性が見られた O 自然場面の資料にはノイズが多く，発話の詳細な分析には眼界があるが， この段階
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助数~iiJ の獲得における認知発達、言語環境、そして文化の影響

の劫数認の使用の変化には，言語的な環境が影響を及ぼしていると考えられる O

母子関に見られる助数詞使用の同期性をさらに検討するため，仲(1995)は 2， 3， 4歳児とその母殺を対象

に実験を行った O 課題は，血(枚)，スプーン(本)，カップ(杯)，キャンデイー(例)などが用意された模擬的な

おやつ場面で，母親と幼児が事物のやりとりやカウンティングを行うというものである O 第1セッションでは，

「お子さんに，図版に描かれている事物を，描かれている数だけ取ってもらってくださいJと母親に教示し，母親

が子どもに対してどのような助数詞を用いるかを記録する O 第 2セッションでは，子どもに事物を数えてもらい，

子どもがどのような劫数詞を用いるかを調べる O そ Lて第 3セッションでは，もう一度母親に，第1セッションと

同じ課題を，今度は成人の助手に対して行ってもらう O これは子どもに対する発話と大人に対する発話とを比較

するためであった。

その結果， 2 i歳児でも「依IJゃ fつJなど一般的な助数詞を用いていること，また 3歳から 4歳になるにつれ，

「枚j，1本j，1杯Jなど，特殊な助数詞の使用が増えていくことが明らかになった。母親は，大人に対しては一貫

して特殊な助数詞を用いるが，子どもに対しては，その言語レベル応じて，一般的な助数百号と特殊な助数詞の使

用の割合を変化させる。また第 2セッション(子が数を数える場面)における母親のフィードパックを調べたとこ

ろ， 3歳代の幼把に対しては「つJや「位uの追加(例:子 12 !j母「そう， 2 1間ねj)， 3， 4歳代では

「個/つjから「本」ゃ「枚jへの変換(例・子 12個!j 母「そう， 2本ねj)が特徴的であった。全体的に

見れば，子の助数詞使用は母親の助数詞使用と対応し，母親の助数調使用に支えられているといえよう O

ただし母子防の助数詞の使用には，一致しない点もあった。例えば母親は「倒Jよりも「つJを多く用いる傾

向があるが，幼児は「つjよりも「個jを用いる傾向があった O これは和語(ひと一，ふた )よりもi英語(いち

に一)の方が， 1本j1枚Jなど他の助数詞と共通に使えるという理由によるのかもしれない。また3，4歳ではAT

B)J略(“across-theωboard" strategy: 例えば皿でもスプーンでも，すべての対象に閉じ助数詞「本jを用いる

(Carpenter， 1991)) が見られた C 母親がi坦に対して「本」を用いることはないから， ATB方略は，母裁を模倣す

ることによって生じたのではない。こういった現象は，幼児期初期においても何らかの内的ルールが形成されて

いることを示唆している。

これらの知見を合わせると 2歳から 6歳の幼児が助数認を獲得していく過程をおぼろげながらも描くことが

できょう。幼児は初期においては言語的入力とフィードパックに支えられ，いわば手続き的に助数詞を用いる O

この段階では対話という言語環境が，その使用語棄を強く規定することになる。母親のプログラムによるのか，

子どもが母親の反応をトリガーするのかは不明だが，母親は徐々に特殊な助数詞を用いるようになり，

l
i
-
-

仏
製
l
i
l
除
機

それにそっ

て幼児の語棄も増加していく。そして4歳後半になると助数詞使用の助数詞ルールに気づきはじめ，過般化のエラー

を犯しながらも意識的にルールを用いることができるようになって， 6歳ではルールを言語化することも可能と

なる。この段階になると，度接的な言語環境に依存することなく，潤囲の大人の会話から新しいルールを積極的

に獲得していくことができるようになるのだと言えよう O

i
l
l
-
線
機
?

しかし助数詞の獲得に関する問題はこれにとどまらない。冒頭で述べたように，助数詞カテゴリは知覚だけで

今後の劫数詔獲得研究の方向なく文化の影響をも色濃く受ける O 以下，外国語における助数詞についてもふれ，

性を探りたい。

4.他の言語における助数詞

など，アジア圏の言語に広く見られることが分かる O 日本語では生物と無生物で， また形状や機能に応じて異な

る助数詞が用いられるが，これらの言語においても「生物性j，1形状j，1機能jが a 般的な劫数詞カテゴリとなっ

(Carpenter， 1991) 0 だが言語間での相違もある。第1に， 1生物性j，1形状j，1機能」の下位テゴリは言語

によってかなり異なる。生物の下に人と人以外の動物を区別するというのは一般的だが(自本語でも f人Jと

11&/頭jが区別される)，例えばラオスで語られるヤオ語では，人がさらに一般の人(rtawJを用いる。以下 rJ 

ガロ語ミエン語，ヤオ詩，ピルマ語，タイ語，中菌語，に目を向けると，助数詞は B本語の他，諸外関の

ふ機ノ
j
}
!
i
-
i
d務
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内は助数詞)，他人 (llaanJ)，家族 (rtyaaJ)，カップル(rtoy J )，結婚したカップル (ihawJ)，家族の構成員

( r wangJ )とrz:別され，そのrz:別に応じて異なる助数詞が用いられるという O また形状についても，一次元

(rtiamJ )，二次元(i pengJ )などの区別は日本語と同様だが， ドロップ型をしたもの(r dyepJ )，編まれたもの

(r phaanJ)，船の形をしたもの (rphawJ) などが区別されるという (白、上， Caron (1987) による)。またビルマ語

を調べたLehman(1990)は，本， 4二王手，ろうそくなど，何かにはさまれた事物が llemJで数えられるという，独

特な例を報告している O

第 2に，文化独特の助数詞カテゴリが存在する o 例えばタイ話では動物闘にいる像は rtuajで数えるが宗教行 量

で用いられる像は rchyagJで数えるなど，宗教性が助数詞カテゴリに影響を及ぼす重要な要因になっていると

いう (Carpenter，1991) 0 またどルマ語では学科，課題，学会，理由，趣味などがひとつのカテゴリを形成すると

いうが (Lehman，1990)，このようなカテゴリの理解には文化的な知識が不可決であろう O

第 3に，どの言語でも，慣習や合意によってしか説明のつかない，助数詞の使用が多い。先に述べたように，

日本語でもホームラン，論文，タイヤ乱ソフトウエア，武道における技を「本jと数えるなど， r本j(土細長

いものを数えるといった定義では説明し難い倒がたくさんある O 筆者はノートブックパソコンを「本j と数える

例に出合ったことがあるが，これも説明が困難である O こういった慣習的な助数詞使用の例は他の言語でも多く，

例えばどルマ語について， Lehman (1990) は，助数認は必ずしもタキソノミツクではなく，分類の基準は明確で

ないと結論づけている。彼は，卒塔婆(ストゥーパ)，折った原稿， ~号、鰐，ブツダが同じ助数詞( r ayaJ )で数えら

れることを倒にあげ，ピルマ人にとってはこれらの事物に共通する何らかの直感的な特般があるのかもしれない

が，客観的には，どの対象がどの助数詞で数えられるのかは慣習と合意によるものとしか見えず，事慨はひとつ

ずつ学習されなければならない，と述べている。

語葉獲得の全体像を捉えるためには，幼児自身の認知発達，それを取り巻く宜接的な言語環境に加え，文化的

な要由一千士会文化的価値のもとでどのようなカテゴリが形成され，それがいつどのように諾葉獲得に参入してく

るのかーを考慮しなければならないだろう O

5.今後の課題

今後の諜題として以下の問題を掲げる。

(l) 助数詞の獲得が一般的な助数詞から徐々に特殊な助数詞へと分化していくという知見 (Carpenter，1991; 

Yamamoto， 1996) に照らせば，年齢が上がるにつれ文化特有の助数詩が吊いられるようになると考えられる O

「生物性j，r形状J，r機能j等の分類による助数詞の基本ルールを獲得した後，子どもたちは文化に特有な助数詞

をどのように獲得していくのだろうか。幼児・児輩から成人までを対象とし，種々の助数詞の獲得の実態を調べ，

印刷媒体における助数詞の使用状況などとも比較することが，研究のひとつの方向性として挙げられよう O なお，

助数認の使用は，世代，時代を経て変遷するという調査がある (Sanches，1977) 0 この説査によれば特殊な助数詞

は一般的な助数詞に駆逐ぢれていくというが，これも興味深い問題である O

(2) 助数詞に反映される文化的なカテゴリは世界の認識に何らかの影響を与えるのだろうか o Whorf1反説が示

唆したような言語と認識の相互作用は存在するのだろうか。小林(1987)は助数語をもっ言語ともたない言語とで

の比較を行っている。彼女は日米の 4~6 歳児を対象に，次のような実験を行った O 用意された材料は二種類の

3 X 3のマトリックス O 一方は「数J(1， 2， 3) X r形状J(細長い，立方体，平たい)の 9個の事例から成る

マトリックス，もう一方は「色j(薄い，中間，濃い) x r形J(丸，三角，四角)の 9個の事例から成るマトリッ

クスであった O 前者は，細長い物，立方体，平たい物にそれぞれ異なる助数詞 f本J，r枚J，r個jを用いる日本人

にとって，より分類しやすいと予想された O しかしこつのマトリックスのそれぞれについて， (a)いくつかの事例

を抜き取り，元に戻す課題(リプレイスメント課題)と (b)すべての事例をばらばらにした後，元に戻す課題(リ

プロダクシヨン課題)を行ったところ，その正確さに日米差は見出されなかった O このことから小林は，助数詞

の知識は認識の発達に関与していないと結論している。だが，反a、時間の結果を見ると，米の幼児の反志にはマ

トリックス問で差はないが，日本の幼児の反応には差一一数×形状のマトリックスの方が色 x%のマトリックス

-4 
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日本の幼児における助数詞の知識を反映していると解釈するここれは，が見られる。よりも反応時聞が短い

とはできないだろうか。 助数詞の有無や助数詞カテゴリの違いが認識の違いをもたらすということがあるのかど

うか，さらに検討していく価値のある問題だと思われる O

(3) 外国語としての日本語を学習する際，助数詞の獲得はどのように行われるのか。留学生にとって助数詞は

難しい学習項目のひとつである O 筆者は「ふとんは f枚j と数えますかりと尋ねられたことがあるが，

は答えることができなかった。購入するときには「ふとん一組下さいJと言うだろうが，敷くときには「ふとん

もう一枚重ねてJなどと言う。ふとんという名詞カテゴリに対応する助数詞は単ーではない O また「論文は

とっさに

郎
川

これも状況に応じて「冊j，i部j，i枚j，i本j，i報Jと尋ねられたこともあるが，でしょうか付対でしょうかJ
このような名詞カテゴリとの組み合せの難しさに加え，助数詞には，

さらに和語系(ひと一，ふた一)と漢語系(いち一，に一)の区別や音韻的な変化の問題(i分jふん，

ひき，ぴき，ぴき)もあり，学習は困難である O 留学生による助数詞獲得の過程や難易を調べることによ

り，母国語話者が気づきにくい，日本語助数詞の慣習性や恋意性を明らかにしていくことができるのではないか。

同時に，助数詞の教授法についても何等かの示唆が得られれば，と思う O

以上今までの研究の流れに文化的な視座を導入し， 2 歳児~6 歳児という対象を幼児から成人へと拡大する

言語学的にも心理学的にも興味深い助数詞の獲得の全体像に迫ることができるのではないかと思う。ことで，

ぷん:

などが用いられるとしか答えられなかった。

「匹j
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